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【学校教育目標】 健康で明るく 心豊かな 主体的人間の育成をはかる
【 校 訓 】 ■健康な体 ■誠実な心 ■前進する力

《１２月２４日２学期終業式で子どもたちに伝えたこと》 校長 遠 藤 玲

さて、皆さん２学期を振り返り、「一歩前に」進むことができたでしょうか？
「なりたい自分に」近づけたでしょうか？自分自身の成長・成果をしっかり考えてみてく
ださい。

さて、今年最後の皆さんに伝えたいことです。（４１）、（２６３）、何の数字でしょうか？
・・・・・・この数字は11月末現在の３０日以上の欠席生徒数、ちょこっとルームを利用した
延べ生徒数です。皆さんはこの数字をどのようにとらえるでしょうか？
これだけ学校や教室に居づらさを感じている生徒がたくさんいるということです。

皆さんに伝えたいことは「学校は命懸けで、命と引き換えにくるような場所ではありま
せん。死ぬほどつらいなら、学校なんて来なくて大丈夫です」
「学校は、世の中にたくさんある学ぶ場所の一つにすぎません。昔と違って、今は中

学校で欠席日数が多いから高校に進学できないという時代ではなくなりました。多様な
学び方ができる高校が増えました。どこかでちょっとつまずいたからといって、軌道修正
は十分可能です。皆さんが学ぶ目的は、将来自分の意志で、自分の幸せをつかむため
に、誰かの力を借りながら、誰かに力を貸し、共に生きていくことです。その方法を学ぶ
手段の一つとして学校があります。だから、学校に行こうとすると足がすくみ動けなくな
るなら、堂々と休んでください。

大人になって、社会に出たときには、「学校に行っていた人とそうでない人」という区
別はありません。必要なのは、世の中を生きていく力です。
知恵や教養、コミュニケーション力、他人に共感する力、社会の一員として考え行動

すること、法や人権、自分、他者の自由を守る人であること。本を読む、体験する、他人
や社会と関わる、そうやって自分の好きなことや強みを見つけ、自分自身に、大いに磨
きをかけていくのです。
学校に来なくても「学ぶ」ことはたくさんできます。だから学校に毎日通っている人も

油断は禁物、時間はあっという間に過ぎてしまいます。こんな話を、しっかりと聞いてく
れる皆さんに、本当に伝えたいのは、「生き続けてほしい」ということ、です。

今、爆弾が落ちてくるわけでも、銃口を向けられるわけでもないこの国で、たくさんの
子どもや若者が死んでいく現実があります。とても、苦しくて、つらいです。
命ははかないものだと人は言いますが、運が良ければ９０年、１００年生きられます。

たくさん美しいものを見て、大切な人と出会い、笑ったり、泣いたり、怒ったりしながら
も、朝が来ると目覚め、夜は眠りにつく。そんな毎日を淡々と続けていく中でも、人のい
とおしさを知り、生きているって悪くない、それを実感する冬休みにしてください。

それでは、最後に、私から皆さんへの恒例の宿題です。
冬休み中、自分を大切にすること、そして１月１４日火曜日元気に、笑顔を
見せてください。
ちょっと早いですが、令和７年が皆さんによってよい年（とし）でありま

すように。よいお年をお迎えください。



【SC】・・・スクールカウンセラー勤務日 

 今年度、光洋中では、

生徒一人ひとりがいじめ

を自分事と考えるため、

生徒会が中心となり、ア

ンケートをもとに集会を

行ったり学年ごとにいじ

め追放標語を検討・発表

したりするなど、一人ひとりが真剣に考える機会を設

けてきました。12／６にまとめを行いました。  

  

 

 優秀賞 「主張発表」 ○○ ○○ さん（２年） 

 奨励賞 「文集掲載」 ○○ ○○ さん（２年） 

 

１１月３０日（土）に市内

主張大会が行われました。

代表として出場した加藤さ

んが優秀賞となりました。

すばらしい着眼点と表現力

で大変立派な発表でした。

また、○○さんは奨励賞で

文集に掲載されています。 

 第4８回 苫小牧市中学生主張発表大会 

 今年も保護者・地域のみなさまに支えられながら、202４

年が終わろうとしています。 

 202５年は、生徒一人ひとりがさらに充実した学校生活を

送れるよう、職員一丸となって努めてまいります。 

 来年は、更に明るい話題の１年になりますことと、何より

も生徒・保護者・地域のみなさまのご健康とご多幸をお祈り

いたします。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

日 曜 学 校 行 事 

  12/29～1/３ 学校閉庁日 

１４ 火 3学期始業式 職員会議 

１７ 金 全協 第３回英語検定 

２０ 月 常任委員会 

２２ 木 【SC】 

２７ 月 生活向上週間（～31日） 

２９ 水 【SC】 

学校閉庁

期間中の

緊急時連

絡 は、教

育委員会  

0144-32-
6111まで 

～１年 なかよしプロジェクトまとめ～ 

生徒会 なかよしプロジェクト ～いじめ撲滅～  

 演題「帰宅部の主張」 

 

 

★ア イスホッケー部  祝全国大会出場決定！ 

   ※１／２４～ 北海道帯広市で開催  

★ソフトテニス部 インドア胆振大会 

  女子団体戦 準優勝 

  女子個人戦  ○○・○○ペア  祝全道大会出場  

 ★書道部 全国書画展覧会 書の部 

 金賞 ○○ ○○さん（１年） 

 銀賞 ○○ ○○さん（３年） 

 銀賞 ○○ ○○さん（１年）  

 栄光の軌跡 ～各種大会・展覧会の記録から

生活リズム 長期休業明けは、生活リズムの乱れか

ら、登校しぶりが多くみられます。規則正しい生活を維

持し、３学期をスタートさせましょう。 

交通事故 路面凍結に伴って車が歩道に向かってくる

ことがあります。信号待ちや歩道を歩くときにも注意が

必要になることをご家族でも話題にしましょう。 

家族の会話 長期休業明けは、子どもにとって、プレッ

シャーや精神的動揺が大きいと言われています。ご家

庭でお子さんの話をじっくり聞く機会を増やしましょう。 

冬休みに向けて各家庭でご確認ください！ 

１年 総合 職業調べ発表

数学科 研究授業 １年 

２学期大掃除 
２年 書写 参観日 

３年 書き初め ６組スケート学習 

教育講演会「家庭と学校をつなぐ」を行います 

講師  田村 千波 様（北海道教育委員会SSW） 

日時  令和７年１月16日（木）18：00～19：00 

会場 光洋中学校体育館  

※申込みは、配布済の案内に記入しお子さんを通して提出ください 

６位入賞 


